
―1― 

 
2023年 5月 12日 

各 位 

会 社 名  株式会社 南  陽     

代表者名  代表取締役社長 武内英一郎 

（コード番号：7417 東証ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ市場・福証） 

問合せ先  常務取締役管理本部長兼   

経営企画室長   篠崎 学 

ＴＥＬ   092－472－7331      

 

 

（訂正）「2023年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

 2023年５月11日に公表いたしました「2023年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容

に一部訂正がありましたので、下記の通りお知らせいたします。 

なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

 

１. 訂正の理由 

「2023年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容に誤りがあったことが判明したため、

訂正を行うものであります。 
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２. 訂正の内容 
（添付資料） 

 (セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

 

＜訂正前＞ 

（省略）  

３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度(自  2022年４月１日  至  2023年３月31日) 

     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

連結財務諸 
表計上額 
(注)２ 建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計 

売上高       

     外部顧客への売上高 14,083 24,842 413 39,339 ― 39,339 

     セグメント間の内部 
     売上高又は振替高 

18 26 ― 45 △45 ― 

計 14,101 24,869 413 39,384 △45 39,339 

セグメント利益又は損失(△) 1,894 1,659 △2 3,551 △584 2,967 

セグメント資産 14,687 20,261 851 35,800 5,263 41,064 

その他の項目       

  減価償却費 1,757 76 85 1,918 12 1,931 

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

2,464 163 91 2,719 41 2,760 

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。 

（１）セグメント利益又は損失(△)の調整額△584百万円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

（２）セグメント資産の調整額5,263百万円には、セグメント間取引消去△238百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社資産5,502百万円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメン

トに帰属しない余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る

資産であります。 

（３）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額41百万円は、各報告セグメントに配分していな

い全社の設備投資額であります。 

 

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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＜訂正後＞ 

（省略）  

３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度(自  2022年４月１日  至  2023年３月31日) 

     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

連結財務諸 
表計上額 
(注)２ 建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計 

売上高       

     外部顧客への売上高 14,083 24,842 413 39,339 ― 39,339 

     セグメント間の内部 
     売上高又は振替高 

18 26 ― 45 △45 ― 

計 14,101 24,869 413 39,384 △45 39,339 

セグメント利益又は損失(△) 1,894 1,659 △2 3,551 △584 2,967 

セグメント資産 14,687 20,261 851 35,800 5,263 41,064 

その他の項目       

  減価償却費 1,757 76 85 1,918 12 1,931 

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

2,464 490 91 3,046 41 3,087 

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。 

（１）セグメント利益又は損失(△)の調整額△584百万円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

（２）セグメント資産の調整額5,263百万円には、セグメント間取引消去△238百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社資産5,502百万円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメン

トに帰属しない余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る

資産であります。 

（３）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額41百万円は、各報告セグメントに配分していな

い全社の設備投資額であります。 

 

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 
 

以上 


